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   Between January 1977 and December 1993, 249 patients with grade 1 or grade 2 superficial blad-
der cancer were initially treated at Yokohama City University Hospital. Eighty-six patients (33%) 
had recurrent tumors after initial resection, and sixteen recurrent cases were so-called grade-up 
tumors that is, grade 3 originating from grade 1 or grade 2 tumor. The morphology of the grade-
up tumors mostly showed non-papillary and invasive type. Positivity for urinary cytology of grade-
up tumors was 88%. 
   The five-year survival rate of the patients with grade-up tumors was 85% after initial resection 
of grade-up patients and 48% after treatment of grade-up tumors. The five-year survival rate of 
the patients with grade-up tumors who were treated by total cystectomy was 72%, whereas that in 
the patients who were treated by bladder preservation therapy showed a 13% five-year survival 
rate and all of the six patients died of cancer during the six-year follow-up period. These findings 
suggest that patients who have grade up tumors should be treated by radical treatment with radi-
cal cystectomy. 
                                                (Acta Urol. Jpn. 41: 659-664, 1995) 





織学的異型度 は初発腫瘍と同一 か,せ いぜいG2に

















膀胱尿道鏡検査を,ま た年 に1回 のIVPを 施行し
た.術 後2年から5年までは尿細胞診を3～4月 に1










ち,表 在 性 腫 瘍249例中134例(54%)に,再 発症 例84
例 中35例(42%)に,ま たgrade-up症例16例 中6
例(38例)にADMな どの膀 胱 内 注 入療 法 が施 行 さ
れ た,
今 回 は再 発 時 にgrade-upした16例 に関 して そ の
臨床 像,生 存 率 等 に 関 し て 検討 し た.統 計 学 的検 討
は,独 立 性 の 検 定は カ イニ 乗 検 定 で 行 い,平 均値 の比
較 はt検 定 で 行 い,生 存 率 はKaplan-Meier法で算
出 し,そ の 有意 差 検 定 はGeneralized-WiIcoxon法






あ り,初 発腫 瘍 で はG2の 症 例 が 多 か った が,有 意
差 は なか った.Gl腫 瘍 か らG3腫 瘍 へ のgrade-up
が5症 例 に,G2か らG3へ のgrade-upは11例に
見 られ た.
(2)Grade・up症例 で の 初 発 の腫 瘍 とG3に 再 発 し
た時 点 で の 腫瘍 の性 状 とを 比 較 してTable2に 示 し
た.腫 瘍 の大 き さ,腫 瘍 の数 には 差 は な か ったが,腫
瘍 の形 態 に 関 して はgrade-up症例 では 非 乳 頭 状 浸
潤型 でstageはT2以 上 に 浸 潤す る症 例 が16例中9
例(56%)と 他 の再 発 症 例 のstage-up(68例中4例,
6%)に 比較 して 有 意 に 多か った(p<0.001).
(3)Table3にgrade-up症例 の 初 発 時 とG3に
gradeupした時 点 で の尿細 胞診 を比 較 して示 した が,
初 発 時 はclass3以上 の陽 性 例 は7例(44%)で あ っ
た が,grade-upした腫 瘍 に お い て は14例(88%)と

























































































野 口,ほ か:膀 胱 癌 ・Grade-up症例
か った(p<0.05).
(4)Grade-up腫瘍 の再 発 まで の 経 過 を検 討 した が,
最 初 に再 発 す るま で の期 間 は3月 か ら33月で平 均9.3
月 で あ り,他 の再 発 症 例(3月 ～111月,平均18.5月)
と比 較 す る と短 か った.ま たgrade-upするま で の
期 間 は3月 か ら99月で 平 均34。5月で あ り,grade-up
す る まで の再 発 回数 は1回 か ら12回で平 均4.1回で あ













































































































































































症例 に対 してBCGの 膀胱内注入療法の成績が報告
されてきており13),今後,比較的予後良好といわれて
いる単発性の衷在性のG3症 例には適応になると考
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